家庭礼拝　2011年8月3日　コリント第Ⅱ　6章
　賛美歌394　信仰受け継ぎ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌463　我が行く道
起

　パウロの手紙は西暦90年ころになって、収集され、編纂されたものです。もともとは、長いパピルスの巻物にかかれたものですから、使徒言行録で１０ｍくらいはあったろうといわれています。しかもそれには、一章、二章というような区分けもありませんでした。章分けはずっと後の、13世紀にスティーヴン・ラングトンによって設けられたものです。節の区分は16世紀に、パリの印刷屋ステファヌスが入れたものです。ですから、当時の聖書は、今の聖書に比べてとても取り扱いが面倒な書物でした。もちろん、小見出しなどあろうはずもありません。
今日の6章の箇所は編纂上の問題がいろいろと入り組んでいて、一つの箇所として、お話しするのが難しい箇所です。一番の問題は、6章14節から7章１節までの箇所は、別の文書が紛れ込んだだろうといわれている箇所なのです。それは、6章12節までの手紙は、パウロの和解の勧告を基本とした話であるのに、6章13節から7章１節は、信仰のない人々との交わりに対する厳しい警告となっております。ですが、7章の2節からは、又和解の論調になるのです。ですから、この6章14節から7章１節までの箇所をはずして、直接つなげて読んだほうが自然なのです。
それでは、この6章14節から7章１節までの箇所は、何の手紙だったのだろうかということですが、有力なのは第一の手紙の前に書かれた手紙の断片ではないかということです。コリントの信徒への手紙第一の5章９節で、「わたしは以前手紙で、みだらなものと交際してはいけないと書きましたが、」と書いてあった、その以前の手紙の断片がここに来てしまったのではないかという推論です。この以前の手紙というものはまだ発見されていません。
いずれにしても、この箇所は、今まで読んできた文章の流れからは外して考えるのが適当だろうということになります。それともう一つ、6章の１節と2節は前の5章の文脈につながっている方が自然なのです。6章3節からは、キリストに奉仕するものとして、どんな苦難にあっても、大いなる忍耐を持って、誠実に歩んでいくことが語られています。一方１節と２節は５章で語られている、和解させる任務としての働き、神の国の大使としての働きについて語られています。
このような６章の箇所なので、ある意味で断片的な箇所ですが、その背景にある救いのメッセージは同じなので、それを意識して理解していきたいと思います。
承
では、始めに６章１節と２節です。このように書かれています。
２コリ 6:1　わたしたちはまた、神の協力者としてあなたがたに勧めます。神からいただいた恵みを無駄にしてはいけません。

２コリ 6:2　なぜなら、／「恵みの時に、わたしはあなたの願いを聞き入れた。救いの日に、わたしはあなたを助けた」と神は言っておられるからです。今や、恵みの時、今こそ、救いの日。

　これは、神の国の大使として和解勧告の使命を帯びた、パウロから、信徒たちに勧める、神の言葉です。ここでは神の使者としてではなく、神の協力者として語っているといって、より信者たちに近い立場から語っています。ここで語っている一番大切なことは、5章20節の「キリストに代わってお願いします。神と和解させていただきなさい。」という勧めなのです。それは、罪と何のかかわりもない方を、神は私たちのために、この和解のために、罪となさいましたからと言って、その和解がキリストの死によって与えられたということを語っているのです。
　　これは、コリントの人々に、そして、今の私たちに神の恵みがこの様に差し出されているのです。それはイエスキリストの命と引き換えに与えられた、神との和解の恵みなのです。その大切な恵みを無駄にしてはいけないとパウロは語りました。そして、旧約の言葉を引用して、「恵みのときに、わたしはあなたの願いを聞き入れた。救いの日に、あなたを助けた。」言われる、予言の言葉を語って、その恵みの時とは、イエスキリストの犠牲の上に差し出された、神との和解が語られている今このときなのですよ、このときが約束の救いのときなのですよと語り、その恵みを無駄にしてはならないと語っているのです。
神様との和解が何を意味しているのでしょうか。私たちはどうして神様と和解しなければならないのでしょうか。神様と和解するとはどうすることなのでしょうか。和解は双方が歩み寄らなければできないことです。神様も、私たちも和解のために歩み寄る必要があるのです。力関係から言えば、神様は命令するだけでいいのですが、私たちのために、イエスキリストのために、歩み寄ってくれたのです。それまで、神様は、私たちを、その罪のために、神様に背を向けていることの罪のために裁かざるを得なかったのです。正義の神様は、黙って許すこと、見過ごすことができなかったのです。それをイエス様が、私の命に代えて許してやってくださいと言い、神様はその申し出を涙を飲んで受け入れたのです。それが神様の歩み寄りです。次になすのは、私たちの歩み寄りです。私たちは、イエス様の十字架の死を見て、その非を認め悔い改めるのです。そして、私たちこそ罪びとでした。どうか私たちの罪を許してください、と願い出て、初めて和解が成立するのです。そして、後ろめたさなく、神様に向かって祈り信頼し、賛美することができるのです。イエス様の死はその仲立をしてくれました。パウロはその和解の機会を無駄にしてはいけない、イエス様の死を無駄にしてはいけないといったのです。
転

パウロは、その神の和解を伝える務めがどんなものであるかを語り始めました。3節と4節です。
２コリ 6:3　わたしたちはこの奉仕の務めが非難されないように、どんな事にも人に罪の機会を与えず、

２コリ 6:4　あらゆる場合に神に仕える者としてその実を示しています。
パウロたちのその務めは、何よりもどんな場合であっても、神に仕える者としての、その立場を表すものであるといっています。そのあらゆる場合とは、8節にあるように
２コリ 6:8　栄誉を受けるときも、辱めを受けるときも、悪評を浴びるときも、好評を博するときにもそうしているのです。
と書いてあるように、ほめられても、辱められてもどんな場合でも、自分を表すのではなく、ただ、自分たちは神に仕えるものとしてこのようにしている、と言えるようにしているという事です。どのようにしているのか、と言うとそれは、この奉仕の務めが、非難されないように、そしてどんなことにも人に罪の機会を与えないようにしているのだということです。
　自分が罪を犯すだけならば、自分だけの罪であり、自分で悔い改めることもできる罪です。ですが、それよりも大きな罪は、人に罪を犯させる罪です。自分だけの罪ではなく、その波及する罪はさらに大きく深いのです。私たちは、自分たちが正しいことをやっていると思うとき、思いもかけない罪を犯してしまうことがあります。その正しいと思って行う行動によって、相手に、怒りを生じさせ、非難する思いを起こさせ、憎しみや、不寛容の罪を起こさせているかもしれません。私たち自身がその原因になっているかもしれないのです。又、自分たちの困難に際しての行動により、口では立派なことを言うが、実際は情けないものではないのかというような、相手を侮蔑するような悪い思いを起こさせるのかもしれません。パウロたちは、その務めをなすときには、相手にそのような、罪の思いを起こさせる事なく、その罪の機会を与えることもなく、パウロたちの奉仕の務めを行えるようにしているというのです。それには4節にあるように、大いなる忍耐が必要なのだといっています。その大いなる忍耐をもって行っているのは、苦難、欠乏、行き詰まり、鞭打ち、監禁、暴動、労苦、不眠、飢餓のときの対応です。この一つ一つの言葉に、パウロたちが経験した重い事実があります。このような苦難にあるときの対応で、あの者たちが、神に仕えるものたちなのかと軽んぜられないように気をつけているのです。そのためにどうしているのかというと、6節から8節に書いてあるような方法で、対応しているのです。それは、
２コリ 6:6　純真、知識、寛容、親切、聖霊、偽りのない愛、

２コリ 6:7　真理の言葉、神の力によってそうしています。左右の手に義の武器を持ち、

２コリ 6:8　栄誉を受けるときも、辱めを受けるときも、悪評を浴びるときも、好評を博するときにもそうしているのです。
パウロたちは、このような苦難のときにあっても、神に仕える者として、非難されたり、侮蔑されたりしないように左右の手に義の武器を持って戦っているというのです。普通は左右の手に持つ武器というのは、左に楯、右に剣です。守りと攻撃の武器を持つわけです。パウロはその楯に相当するものを、忍耐をベースにした、純真、知識、寛容、親切、聖霊、偽りのない愛とし、剣に相当するものを真理の言葉、神の力としているのかもしれません。そして、その戦いの時というのは、辱めを受けるときや、悪評を浴びる時だけではなく、栄誉を受けるときも好評を博する時もそうなのだといっているのです。攻められているときには、ガードの固い人も、褒められた時にはつい油断してしまい、神に仕える者としての姿勢に、隙を見せてしまうのかもしれません。ですが、パウロは良いときも悪いときも、神に仕える者として左右の手に義の武器を持って仕えているといいました。
　私たちは、神に仕える者として、何を武器にしているでしょうか。そしてそれは、どんな事にも人に罪の機会を与えないようにする対応でしょうか。武器は攻撃するばかりではなく、ただ忍耐を持って守ることのためにも必要なのです。相手に罪を犯させないようにするためにも必要なのです。別の言い方をすれば、相手にとって良いことをすることが、武器にもなるのです。武器とは戦いのときに頼りになるもののことです。そのような武器として、忍耐、純真、知識、寛容、親切、聖霊、偽りのない愛、そして、真理の言葉、神の力を武器とすることを、私たちももう一度考えてみてはどうでしょうか。

　パウロたちは、このような生き方をしているので、自分たちは、見かけと実際がだいぶ異なっていることをいいました。8節から10節です。
２コリ 6:8　わたしたちは人を欺いているようでいて、誠実であり、

２コリ 6:9　人に知られていないようでいて、よく知られ、死にかかっているようで、このように生きており、罰せられているようで、殺されてはおらず、

２コリ 6:10　悲しんでいるようで、常に喜び、物乞いのようで、多くの人を富ませ、無一物のようで、すべてのものを所有しています。
　同じ事象を見るにしても、その見る立場によってまるで正反対になることもあるのです。ですから、私たちは安易に裁いたり、決め付けたりしてはならないのです。ですから私たちは外の評価や判断に振り回されることなく、ただすべてを知ってくださる、神様のみを信頼して、忍耐を持って、純真に、寛容に、親切に偽りのない愛、真理の言葉を語っていくことが大切なのでしょう。
　
いよいよ、問題の6章14節から7章1節の部分に入ってきました。
この部分で、パウロが言おうとしているのは何でしょうか。それは14節に語られている次の言葉です。
２コリ 6:14　あなたがたは、信仰のない人々と一緒に不釣り合いな軛につながれてはなりません。
それは、信仰のない人々といつまでも一緒にいてはいけない。肉と霊のあらゆる汚れから自分を清め、神を畏れ、完全に聖なる者となる為に、あの者どもの中から出て行き、遠ざかりなさい、ということです。
これが、コリントの信徒への手紙第一の5章９節で、「わたしは以前手紙で、みだらなものと交際してはいけないと書きましたが、」といったことだとすれば、ここでパウロが言いたかったことは、コリントの信徒への手紙第一の5章全体で言われている、不道徳な人々との交際についての注意喚起であるはずです。この不道徳な人とは、みだらなものであり、強欲なものであり、偶像を礼拝するものであったのです。そしてここでの注意喚起は、最終的にあなた方の中から悪いものをとのぞきさりなさいという勧告となるわけです。このように強く勧められる理由は、この6章16節にあるように、
２コリ 6:16　神の神殿と偶像にどんな一致がありますか。わたしたちは生ける神の神殿なのです。
ということです。この不道徳な人との交際を避けるのは、私たち自身が生ける神の神殿であり、偶像を礼拝し、みだらなことをするものたちとは何の関係もないからなのです。ここでは私たちは、最終的に7章1節で言われている、肉と霊のあらゆる汚れから自分を清め、神を畏れ、完全に聖なる者となることを求められているのです。
結
新約聖書は、神様との新しい契約の書物です。それは、神様からの和解の契約であり、その担保としてイエス様の命を私たちに差し出してくださったということです。パウロたちはそのことを私たちに伝えるために、神様の使いとして、神様の手足となって、ただ神様のその真意を伝えようとしていたのです。そのためには忍耐を持って、いかなる状況にも、惑わされることなく、自分を表すのではなく、ただ神様を表して行けるようにしているということでした。パウロは、この救いを、この恵みのときを無駄にしないようにと、薦めます。それは高貴なる人の命を代価に与えられた、恵みだからです。神様からはこのような担保を私たちに与えられましたが、それでは私たちはどんな担保を差し出すことができるのでしょうか。私たちの命でしょうか、悔い改めでしょうか、ですがそれが私たちの和解の担保となるでしょうか。私たちにはそれに代わる担保を持ちません。ですが神様は、イエス様の命を私たちの担保の代わりにもしてくださったのです。この恵みを無駄にしてはいけないのです。神様と和解させていただきましょう。
(一分間の祈り)
(祈り)
天の父なる神様。あなたは御子イエス様を、私たちの和解のために差し出してくださいました。その尊い命によって、私たちは許され、和解へと導かれるものとなりました。私たちはあなたのみ前に出て、祈り賛美することが許されました。この恵みを覚えて感謝いたします。

　パウロたちは、この恵みを何とか一人でも多くの人に理解してほしくて、この恵みを無駄にしてはならない、といって、今や、恵みの時、今こそ、救いの日。と知らせ続けました。私たちはこの恵みを大切にしているでしょうか。この恵みが何によるものであることを理解しているでしょうか。私たちもまた、心を開き、謙遜になり、悔い改めて、神様と和解させていただくものでありますように。自分を神様よりも賢いものとすることがありませんように。自分を神様よりも誇るものでありませんように。自分を神様よりも優先するものでありませんように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
（聖書コリント第二6章）

２コリ 6:1　わたしたちはまた、神の協力者としてあなたがたに勧めます。神からいただいた恵みを無駄にしてはいけません。

２コリ 6:2　なぜなら、／「恵みの時に、わたしはあなたの願いを聞き入れた。救いの日に、わたしはあなたを助けた」と神は言っておられるからです。今や、恵みの時、今こそ、救いの日。

２コリ 6:3　わたしたちはこの奉仕の務めが非難されないように、どんな事にも人に罪の機会を与えず、

２コリ 6:4　あらゆる場合に神に仕える者としてその実を示しています。大いなる忍耐をもって、苦難、欠乏、行き詰まり、

２コリ 6:5　鞭打ち、監禁、暴動、労苦、不眠、飢餓においても、

２コリ 6:6　純真、知識、寛容、親切、聖霊、偽りのない愛、

２コリ 6:7　真理の言葉、神の力によってそうしています。左右の手に義の武器を持ち、

２コリ 6:8　栄誉を受けるときも、辱めを受けるときも、悪評を浴びるときも、好評を博するときにもそうしているのです。わたしたちは人を欺いているようでいて、誠実であり、

２コリ 6:9　人に知られていないようでいて、よく知られ、死にかかっているようで、このように生きており、罰せられているようで、殺されてはおらず、

２コリ 6:10　悲しんでいるようで、常に喜び、物乞いのようで、多くの人を富ませ、無一物のようで、すべてのものを所有しています。
２コリ 6:11　コリントの人たち、わたしたちはあなたがたに率直に語り、心を広く開きました。

２コリ 6:12　わたしたちはあなたがたを広い心で受け入れていますが、あなたがたは自分で心を狭くしています。

２コリ 6:13　子供たちに語るようにわたしは言いますが、あなたがたも同じように心を広くしてください。

生ける神の神殿

２コリ 6:14　あなたがたは、信仰のない人々と一緒に不釣り合いな軛につながれてはなりません。正義と不法とにどんなかかわりがありますか。光と闇とに何のつながりがありますか。

２コリ 6:15　キリストとベリアルにどんな調和がありますか。信仰と不信仰に何の関係がありますか。

２コリ 6:16　神の神殿と偶像にどんな一致がありますか。わたしたちは生ける神の神殿なのです。神がこう言われているとおりです。「『わたしは彼らの間に住み、巡り歩く。そして、彼らの神となり、／彼らはわたしの民となる。
２コリ 6:17　だから、あの者どもの中から出て行き、／遠ざかるように』と主は仰せになる。『そして、汚れたものに触れるのをやめよ。そうすれば、わたしはあなたがたを受け入れ、

２コリ 6:18　父となり、／あなたがたはわたしの息子、娘となる。』／全能の主はこう仰せられる。」

２コリ 7:1　愛する人たち、わたしたちは、このような約束を受けているのですから、肉と霊のあらゆる汚れから自分を清め、神を畏れ、完全に聖なる者となりましょう。
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